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1. 背景および目的 

携帯型レーザポインタは、消費生活用製品安全法で規制されているにもかかわらず、悪質な事件が発生し

ており、またレーザ機器に起因する事故件数も増加傾向にある。加えて、個人輸入サイトから高出力レーザ

ポインタが容易に入手できる状況となっており、誤った利用あるいは悪意の使用により事故の増大に拍車を

かけている。 

一方、正確でまとまった事故情報がなくレーザは危ないという漠然としたイメージが国民に定着すること

は、レーザ関連産業の健全な発展を阻害する懸念もある。 

本調査研究は、レーザポインタの適切な活用事例や諸外国の取組等を広報することで、レーザ機器を正し

く理解し無用な事故を未然に防ぐとともに、日本のレーザ関連産業の健全な発展を促すことを目的とした。 

 

2. 調査研究の概要 

上記の目的のため、学識経験者、レーザ産業関係者、レーザポインタ認証機関で構成される「レーザポイン

タの安全・安心推進に関する標準化調査研究委員会」を組織し、次の各項目について検討・実施した。 

1. レーザ機器の安全性についての普及啓発 

2. レーザポインタの安全・安心推進に関する標準化国際シンポジウムの開催 

3. 国際標準化会議への専門家派遣ならびに標準化の動向調査 

4. レーザポインタに関する海外法規の調査（翻訳等） 

 

3. 標準化国際シンポジウム 

レーザポインタの適切な活用事例や諸外国の取組等の正確な情報を広報することで、レーザ機器を正しく

理解し無用な事故を未然に防ぐとともに、日本のレーザ関連産業の健全な発展を促すことを目的とした。

2020 年度のテーマは、「可視光ビーム応用とレーザ安全性」とし、可視光領域のレーザビーム応用機器の安

全性に焦点を当て、米国・中国の専門家からのプレゼンテーションも含むバーチャルシンポジウムとした。 

米国では、レーザビームを天空に向けて発射する天文台のレーザガイド星システムに航空機回避システム

が設けられており、天文台の当事者から実際の運用について紹介があった。 

また中国では、レーザポインタの安全性に関する新しい規格が発効されており、その概要とねらいにつ

いて、この規格の技術責任者から紹介があった。日本からは、可視光領域のレーザ応用とその安全性に関す

る最近のトピックスならびに最近進展が著しい青色レーザの加工応用について紹介された。 

本シンポジウムの実施方法は、パワーポイントのスライドにナレーションを録音し、ビデオプレゼン
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テーションとしてオンデマンドで視聴可能な形式で公開した。また、米国と中国の講演ビデオは日本語同時

通訳バージョンを作成し同時に公開した。 

具体的な講演テーマは次のとおり。 

ｓ 

可視光領域のレーザ応用とその安全性に関する最近のトピックス 

近畿大学 橋新 裕一教授 

 

レーザガイド星システム用の航空機回避システムとその運用 

大双眼望遠鏡（LBT）天文台 Mr. Gustavo Rahmer 
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新中国規格『レーザポインタ製品の光放射に対する要求事項』の概要とねらい 

中国科学院航空宇宙情報革新研究院 呉愛平（Aiping Wu）氏 

 

高出力青色ダイレクトダイオードレーザの加工応用とそのレーザ安全性 

レーザーライン株式会社 皆川 邦彦氏 

 

 

本シンポジウムは、3 週間の事前登録期間を設け、当協会のホームページ及びこれまで当協会の行事に参

加された方のメーリングリストを通じて広報した。公開期間は 2 月 15 日～26 日で、約 80 名の参加があっ

た。 

 

 

この事業は，競輪の補助により実施しました。 

http://hojo.keirin-autorace.or.jp 


